
　
町
民
の
皆
様
、
平
素
は
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
事
業
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
当
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
「
誰
も
が
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
老
人
福
祉
を
始
め
、
心
身

障
が
い
児
者
福
祉
、
母
子
父
子
福
祉
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
な
ど
の
諸
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
諸
事
業
の
充

実
に
は
町
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
が

不
可
欠
と
な
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

　
平
成
二
十
一
年
度
会
員
（
一
般
会
員
・

賛
助
会
員
・
法
人
会
員
）
の
納
入
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
七

月
〜
八
月
に
か
け
て
お
願
い
し
て
参
り

ま
す
。
 

　
ど
う
か
、
昨
年
度
加
入
の
方
は
今
年

度
も
引
き
続
い
て
お
願
い
を
し
、
更
に

新
規
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 社
会
福
祉
法
人
　
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
　
長
　

酒

井

義

次
 

― 平成20年度会員加入実績 ― 

     項　　　　目  加 入 数 会費額（円）     

一般・賛助会員 4, 857件 2, 478, 000円 

法人会員 89社  573, 000円 

その他（個人・職域）  4, 850円 

      合　　　　　計  3, 055, 850円 

社協会費について ……………………………… １ 

社協評議員会開催  ……………………………… ２ 

善意だより・共同募金委員会だより …………… ５ 

ボランティア情報局 ……………………… ６，７ 

大口子育て情報「ぎゅっと」 ………………… ８ 

介護まめ知識 …………………………………… ９ 

身障協会・親の会だより ……………………… 10 

社協伝言板 ……………………………………… 10

内　　　容 



社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
評
議
員
会
開
催
 

平
成
二
十
年
度
第
二
回
 

　
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
（
木
）

大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
一
階
多
目
的

室
に
お
い
て
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
左

記
議
案
を
慎
重
に
ご
審
議
を
賜
り
全
議
案

と
も
原
案
通
り
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

  ◎
 
議
案
第
四
号
 

　
　
平
成
二
十
一
年
度
社
会
福
祉
法
人
大

口
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
に
つ

い
て
 

 ◎
 
議
案
第
五
号
 

　
　
平
成
二
十
一
年
度
社
会
福
祉
法
人
大

口
町
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
 

 ◎
 
議
案
第
六
号
 

　
　
社
会
福
祉
法
人
大
口
町
社
会
福
祉
協

議
会
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
 

 ◎
 
議
案
第
七
号
 

　
　
社
会
福
祉
法
人
大
口
町
社
会
福
祉
協

議
会
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
 

　
昨
年
か
ら
の
経
済
不
況
は
１
０
０

年
に
一
度
の
経
済
危
機
と
言
わ
れ
、

日
を
増
す
ご
と
に
状
況
は
悪
化
し
続

け
多
く
の
人
々
が
将
来
へ
の
不
安
を

抱
く
中
で
、
社
会
に
対
す
る
救
済
措

置
や
福
祉
に
対
す
る
施
策
の
充
実
が

強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
於
い
て
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
求
め
ら
れ
る
「
福

祉
ニ
ー
ズ
」
も
多
種
多
様
化
し
て
お
り
、

今
ま
で
以
上
に
本
会
の
「
使
命
」
を

役
職
員
全
体
で
強
く
認
識
し
、
事
業

推
進
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
福
祉
関
係
団
体
、

地
縁
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉

推
進
に
向
け
て
共
に
考
え
、
共
に
歩

み
な
が
ら
「
福
祉
ニ
ー
ズ
」
に
こ
た

え
る
べ
く
施
策
の
充
実
と
、
迅
速
か

つ
柔
軟
で
誠
心
誠
意
を
持
っ
た
対
応

を
常
に
心
が
け
る
と
共
に
『
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
』
の
実
現
を
目
指
し
努
め
て
参

り
ま
す
。
 

本
年
度
事
業
方
針

本
年
度
事
業
方
針
 

本
年
度
事
業
方
針
 

平
成
二
十
一
年
度
　
 

社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
 

     
１
．
社
協
組
織
の
充
実
と
会
員
の
増
加
 

①
　
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
相
互
扶
助

推
進
の
高
揚
を
図
り
、
会
員
の
確
保
と

拡
大
を
推
進
し
会
費
の
増
収
に
努
め
る
。
 

②
　
理
事
会
、
評
議
員
会
を
開
催
し
社
協

組
織
に
お
い
て
の
情
報
の
共
有
に
努
め
、

社
協
組
織

全
体
で
地

域
福
祉
に

つ
い
て
の

理
解
を
深

め
方
針
達

成
に
向
か

っ
て
努
力

す
る
。
 

  
２
．
広

報

活

動

 

　
広
報
「
社
協
だ
よ
り
」
を
年
４
回
発
行

し
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
も
社
協
事
業
を

公
表
し
、
町
民
の
参

加
と
協
力
を
働
き
か

け
て
い
く
。
 

２ 

３
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
強
化
と
拡
大
 

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
協
働

し
サ
ー
ク
ル
の
組
織
強
化
と
活
動
拡
大

に
努
め
る
。
 

①
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
の
開
放
を
行

い
、
広
く
町
民
の

方
々
に
活
動
を
周
知

す
る
。
 

②
　
各
種
講
座
を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
と
グ
ル
ー
プ
の
補
強
と
支
援

を
図
る
。
 

③
　
広
域
的
な
分
野
を
視
野
に
入
れ
、
近

隣
社
協
と
も
協
力
し
て
福
祉
教
育
実
施

サ
ポ
ー
タ
ー
の
技
術
向
上
を
図
る
。
 

④
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
社
協
だ
よ

り
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
示
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
発
信
す
る
。
 

⑤
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
活
動
育
成

費
を
援
助
す
る
。
 

 
４
．
児

童

福

祉

 

①
　
町
内
小
中
学
校
と
協
働
し
福

祉
教
室
（
福
祉
実
践
教
室
・
総

合
学
習
）
の
振
興
を
図
る
。
 

②
 
夏
休
み
に
親
子
福
祉
教
室
を

開
催
す
る
。
 

③
 
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
を
支

援
す
る
。
 

④
「
お
も
ち
ゃ
病
院
お
お
ぐ
ち
」

の
活
動
を
支
援
す
る
。
 



５
．
老

人

福

祉

 

①
　
敬
老
を
祝
い
「
高
齢
者

肖
像
事
業
」
を
行
う
。
 

②
　
単
身
高
齢
者
、
高
齢
世

帯
の
方
々
に
「
お
せ
ち
料

理
配
布
事
業
」
を
行
う
。
 

③
　
町
内
対
象
者
、
施
設
入

所
者
に
対
し
「
敬
老
の
日
」

の
お
祝
い
品
を
贈
る
。
 

 ６
．
心
身
障
が
い
児
者
福
祉
 

①
　
大
口
町
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
運

営
委
員
会
の
企
画
運
営
に
よ
り
「
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
す
る
。
 

②
　
視
覚
障
が
い
者
へ
の
音
訳
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
を
利

用
し
た
「
声
の
広
報
」
サ
ー
ビ
ス
、
点

訳
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
点
訳
サ
ー
ビ
ス
及

び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支
援
ソ
フ
ト
を
使

用
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
福
祉
情
報

を
発
信
す
る
。
 

③
　
町
内
在
住
の
重
度
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
に
対
し
「
在
宅
重
度
障
が
い
児（
者
）

支
援
事
業
」
を
行
う
。
 

④
　
重
度
身
体
障
が
い
者
旅
行
事
業
（
通

称:

晴
れ
晴
れ
会
）
を
開
催
す
る
。
 

⑤
　
大
口
お
も
ち
ゃ
図
書
館
「
さ
く
ら
」

の
活
動

を
支
援

す
る
。
 

 

７
．
母

子

福

祉
 

①
　
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た
「
親

子
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を
行
う
。
 

②
　
母
子
家
庭
等
に
対
す
る
就
業
支
援
と

し
「
就
業
相
談
日
」
を
月
２
回
設
け
る
。
 

③
　
母
子
寡
婦
福
祉
会
へ
の
活
動
支
援
及

び
会
員
拡
大
に
努
め
る
。
 

④
　
小
学
校
、
中
学
校
入
学
の
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
に
お
祝
い
金
を
贈
る
。
 

        
８
．
福
祉
関
係
団
体
の
育
成
・
助
成
 

　
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、
心
身
障
害
児

（
者
）
親
の
会
、
尾
北
精
神
障
害
者
家
族

会
、
尾
北
地
区
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
、

遺
族
会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
保
護
司
会
、

母
子
寡
婦
福
祉
会
の
活
動
支
援
と
し
て
助

成
金
を
交
付
し
事
業
の
推
進
を
図
る
。
 

９
．
共

同

募

金

 

①
　
大
口
町
共
同
募
金
委
員
会
と
と
も
に

共
同
募
金
事
業
の
啓
発
と
目
標
額
の
達

成
に
努
め
る
。
 

②
　
共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
推
進
と
充

実
を
図
る
。
 

③
　
共
同
募
金
配
分
金
事
業
を
広
く
住
民

に
Ｐ
Ｒ
を
し
、
認
識
・
理
解
を
高
め
る
。
 

10
．在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
３
事
業
所
の
経
営
 

①
　
大
口
社
協
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
介
護
・
介
護
予
防
・
独
自
）
 

②
　
大
口
社
協
訪
問
介
護
事
業
所
（
介

護
・
介
護
予
防
・
障
害
者
自
立
支
援
）
 

③
　
大
口
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
介
護
・
介
護
予
防
・
独
自
）
 

④
　
大
口
町
訪
問
介
護
事
業
を
受
託
す
る
。
 

⑤
　
大
口
町
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
を
受
託
す
る
。
　
 

⑥
　
毎
月
３
事
業
所
経
営
会
議
を
開
催
し

経
営
強
化
に
努
め
る
。
 

       
11
．
福
祉
関
連
事
業
 

①
　
総
合
福
祉
相
談
窓
口
を
常
設
す
る
。
 

②
　
民
生
児
童
委
員
、
愛
知
県
母
子
自
立

支
援
員
、
愛
知
県
女
性
相
談
員
、
関
連

福
祉
団
体
相
談
員
等
の
協
力
に
よ
り

「
心
配
ご
と
相
談
所
」
を
毎
月
第
１
、

第
２
、
第
３
、
第
４
水
曜
日
に
開
設
す

る
。
 

③
　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
相
談
窓
口

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
啓
発

に
努
め
る
。
 

④
　
県
・
町
く
ら
し
資
金
に
よ
る
緊
急
一

時
貸
付
事
業
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事

業
、
離
職
者
支
援
資
金
貸
付
事
業
、
長

期
生
活
支
援
事
業
、
緊
急
小
口
資
金
貸

付
事
業
を
実
施
す
る
。
 

⑤
　
貸
出
事
業
（
車
椅
子
・
松
葉
杖
・
わ

た
菓
子
機
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
・
福
祉

教
材
・
福
祉
車
両
）
を
行
う
。
 

⑥
　
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
お
け
る
「
ふ
く

し
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」
を
開
設
し
町
民

へ
の
周
知
と
啓
発
に
努
め
る
。
 

⑦
　
丹
羽
郡
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
世
代
交
流
を
図
る
。
 

⑧
　
福
祉
関
係
者
を
一
同
に
会
し
た
「
福

祉
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
顕
彰
及
び
映

画
会
を
開
催
す
る
。
 

⑨
　
そ
の
他
社
会
福
祉
事
業
に
必
要
な
事

業
を
推
進
す
る
。
 

 

社協だより 3　 



役
員
・
評
議
員
の
改
選
 

 
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
五
月
二
十

八
日
の
評
議
員
会
に
於
い
て
左
記
の
方
々

が
選
任
さ
れ
、
理
事
会
に
て
酒
井
会
長
、

舟
橋
副
会
長
の
留
任
が
決
ま
り
、
ご
活
躍

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

  　
　
 
 
 
 
 
 
　
 
 
 
 

　
会
　
　
　
長
　
　
酒
井
　
義
次
 
 
 
 

　
副
　
会
　
長
　
　
舟
橋
　
宣
成
 

　
常

務

理

事
　
　
田
中
　
義
郎
 

　
理
　
　
　
事
　
　
社
本
　
良
子
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
安
藤
　
　
汀
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
渡
辺
　
一
己
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
酒
井
　
見
義
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
前
田
　
孝
徳
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
水
野
　
清
胤
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
廣
瀬
　
艶
男
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
楠
　
　
靖
男
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
高
橋
　
勝
幸
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
加
藤
　
英
也
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
三
浦
　
京
子
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
長
屋
　
孝
成
 
 
 

　
監
　
　
　
事
　
　
服
部
　
光
延
 

　
　
　
〃
　
　
　
　
福
冨
　
弘
之
 

評
議
員
 

役
　
員
 

　
五
月
十
九
日
開
催
の
理
事
会
に
於
い
て

新
し
く
選
任
さ
れ
た
方
々
 

　
 

　
井
上
　
正
晴
　
　
豊
田
区
代
表
 

　
前
田
　
新
生
　
　
大
屋
敷
区
代
表
 

　
服
部
　
惠
一
　
　
外
坪
区
代
表
 

　
岩
田
　
六
郎
　
　
河
北
区
代
表
 

　
伊
藤
　
　
浩
　
　
余
野
区
代
表
 

　
近
藤
　
邦
幸
　
　
上
小
口
区
代
表
 

　
中
村
　
達
雄
　
　
中
小
口
区
代
表
 

　
安
藤
　
利
彦
　
　
下
小
口
区
代
表
 

　
堀
部
　
昭
雄
　
　
さ
つ
き
ヶ
丘
区
代
表
 

　
安
田
　
美
代
子
　
学
校
代
表
 

　
蟹
江
　
　
匡
　
　
福
祉
施
設
代
表
 

会費収入 3,180,000 

寄付金収入 800,000 

補助金/助成金収入 32,936,000 

受託金 7,174,000 

貸付事業等収入 1,758,000 

共同募金配分金 3,142,000 

介護保険事業等収入 37,738,000 

支援費等利用料収入 4,573,000 

経理区分間繰入金収入 4,228,000 

繰越金（前期） 21,868,000 

その他 482,000 

収　入　合　計 117,879,000

法人運営事業 40,464,000 

企画・広報事業 1,507,000 

地域福祉推進事業 2,320,000 

資金貸付事業 1,713,000 

心配ごと・総合福祉相談事業 310,000 

共同募金配分金事業 5,316,000 

ボランティアセンター活動事業 1,741,000 

居宅介護等事業 29,380,000 

老人デイサービス事業 20,972,000 

居宅介護支援事業 14,156,000 

支　出　合　計 117,879,000

 「収入」                              （円）  「支出」                               （円） 
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　平成20年度の募金は「職域募金」11社、「募金箱設置店」18店舗のみなさまにご協力いただき実施しま
した。また、これらの募金箱設置に関心を持たれましたら、ご説明をさせていただきますのでお気軽にお
問合わせください。  
　みなさまのご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。 

社協だより 5　 

赤い羽根共同募金運動期間　　　　10月１日～12月31日 

歳末たすけあい募金運動期間　　　12月１日～12月31日 

実施期間 

　大口町共同募金委員会では、十月から始まる共同募金期間中に店内に募金箱を設

置していただけるお店や、職場内で従業員の方を対象に募金をしていただける事業所

を 募 集 しております。 

大口町共同募金委員会だより 

  　
大
口
町
の
福
祉
に
役
立
っ
て
ほ
し
い
と
大

口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
た
た
か
い
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
善
意
は
、
大
口
町
の
福
祉
の
た

め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 
 （
二
月
二
十
一
日
 

〜
五
月
二
十
五
日
お
取
り
扱
い
分
）
 

 寄
付
者
氏
名（
敬
称
略
受
付
順
）　
内
　
容
 

 大
口
建
設
協
力
会
　
　
一
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
 

ユ
ニ
ー
株
式
会
社
営
業
統
括
本
部
 

運
動
推
進
本
部
　
　
　
　
四
三
，
三
一
六
円
 

愛
銀
ラ
イ
フ
サ
ー
ク
ル
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
 

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
大
口
ふ
れ
あ
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
，
〇
〇
〇
円

　
 

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り
 

善
意
だ
よ
り
 



第９回　ボランティアサークル開放のお知らせ 
　お待たせしました！毎年恒例のボランティア体験講座を今年の夏も開催します。 

参加されたい方は、日時と場所を確認の上、直接お越しください。ご予約、受講料は不要です。 

　お問い合わせは、大口町社会福祉協議会ボランティアセンター（0587-94-0060）まで。 

サークル名 開催日時・場所 講座内容など 参加年齢 

 
ガイド 

ボランティア 

あいあい 

災害救援 

ボランティア 

要約筆記 

スマイル大口 

大　口 

おもちゃ病院 

大　口 

おもちゃ図書館 

さくら 

音訳 

ボランティア 

たんぽぽ 

なでしこ 

コスモス 

うさぎとかめ 

小学1年生以上 

小学1年生以上 

小学5年生以上 

中学生以上 

中学生以上 

全年齢対象 

小学5年生以上 

小学3年生以上 

小学生以上 

７月27日（月） 

９：30～11：30 

ほほえみプラザ2階 

ボランティア室 

８月22日（土） 

９：30～11：30 

大口町福祉会館　調理室 

７月27日（月） 

８月 4 日（火） 

10：00～12：00 

ボランティア室 

８月８日（土） 

10：00～12：00 

ほほえみプラザ4階 

ほほえみホール 

７月11日（土）、16日(木） 

８月 7 日（金）、 8 日（土） 

10：00～15：00 

ほほえみプラザ2階 

おもちゃ図書館内 

７月22日（水） 

13：10～15：30 

ほほえみプラザ2階 

ボランティア室 

７月27日（月）・28日（火） 

10：00～11：30 

ハートフル大口内 

８月６日（木）・20日（木） 

10：00～12：00 

ボランティア室 

８月21日（金） 

９：30～11：30 

ほほえみプラザ1階 

多目的ホール 

「みえない」ってどうゆうこと？アイマ
スクを利用して体験してみよう。おやつ
体験もありますよ！白杖や点字ブロック
の役目、やさしい手引きの仕方、楽しく
体験しましょう。 

もしも災害が起きたら、あなたならどう

します？ 

食べ物、水は大丈夫ですか？ 

耳の聴こえの悪い方に、書いて知らせる

ボランティアです。ＯＨＰとスクリーン

を使い、実際に書いて体験していただき

ます。 

すてるなんてもったいない！少し手直し

すれば使えるおもちゃ、おもちゃの修理

にトライしよう。こわれたおもちゃをも

ってきて、一緒に直してみよう。 

子どもの遊びの広場です。 

10代の方でいろいろ体験したい方、お

じいちゃんおばあちゃんの知恵袋もあっ

たらいいな。子供大好きな方、ぜひお手

伝い下さい。 

声の広報づくりに参加してみよう！録音

された自分の声を聞いてみるのも面白い

かも～。大口町役場のホームページから

も聞けます。大人の方も大歓迎です。 

手作り作品の実習。小学生５，６年生が

対象ですが、その学生の姉妹および親御

さんたちも募集します。 

簡単な手話をおぼえて、耳の聞こえない

人と遊んだりお話ししたりしてみません

か？ 

おじいちゃん、おばあちゃんにどんなこ

とに不自由を感じて困っているのか体験

してみませんか？高齢者疑似体験の装具

を付けて未来体験をします。 
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　３月７日と29日の２回にわたり、目黒心理教育

相談室室長の目黒先生による、傾聴（聴き役）ボ

ランティア講座が開かれました。講座を進める中

でも先生は、受講生ひとりひとりの話に耳も体も

傾け、受講者みなさんがたくさんお話できるように、

先生自ら、「相手の話を聴く姿勢」を見せてくだ

さいました。 

　「聴く」とは、ただ受け身的に聴くのではなく、相手の言葉のニュア

ンスや意味、その背景にあるものを感じ取ることだそうです。普段、話

が聴けていると思っている人でも、相手の話の途中に「あっ、そうそう

それ知ってる！」と言って自分の知っている話をし始めていること・・・

ありませんか？それで話を聴いた気持ちになっていても、相手は話をし

た気持ちになるでしょうか？この講座で、実際に話す役と聴く役をやっ

てみて、本当の意味で人の話を聴く難しさを知りました。施設で聴き役

ボランティアを体験した受講生の中には、施設の利用者さんの話は同じ

話を何度でも聴けるのに、自分の身内になると聴くことができない・・・

という感想を話された方もいました。それだけ、聴くということは簡単

にできない。だからこそ、常に相手の話は謙虚な気持ちで聴くというこ

とも、教えていただきました。 

和やかな雰囲気でおこなわれました 

社協だより 7　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集ボランティアＯＺ 

 

　この春、思わぬ臨時収入になった定額給付金、皆さんどうされまし

たか？我が家は、おんぼろになって、正確かどうか定かでなくなって

いた体重計を買い換えました。最近の体重計は、体脂肪率だけでなくて、

部位別皮下脂肪率に骨格筋率まで数秒で測定できるすぐれもの、小数

点以下まで正確に出てしまって、予想はしていたもののあまりの数字

に・・・・家族全員日頃の食生活を見直すきっかけになりました（泣） 
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　大口に住むママ達のお役立ち情報を、“ぎゅ

っと”つめ込んだ子育て情報誌「ぎゅっと」の

最新版が出来ました！今年度は町から委託を受

けて、福祉こども課と協働で作成しました。充

実した内容の冊子「ぎゅっと」をぜひお手元に。 

＜設置場所＞　 

福祉こども課・各児童センター・

戸籍保険課・保健センター・母子手

帳発行時・今井医院・さくら病院・

つくしこどもクリニック・やまだク

リニック・ふらっとルーム 上記冊子は 
2008年度号 

【編集】NPO登録団体「まみーぽけっと」 
 
【HP】http://www.geocities.jp/mammypocket/ 
      newpage9.htm 

休業日　火曜日（火曜日が祝日の時は翌日に休業） 

　　　　年末年始水の入れ替えで休業あり 

時　間　10:00～21:00（10月～3月は10:00～20:00）日・月・祝日は10:00～19:00 

料　金　一般300円、小・中学生100円、幼児無料 

　　　　回数券　大人11回3,000円、小中学生11回1,000円 

駐車場　有（約70台） 

その他　水泳帽子必要/トイレの意思表示が出来ない乳幼児は利用不可 

　　　　浮き輪の持ち込み不可（ビート板・浮き輪等の課し出し有） 

休業日　月曜日(7月～8月は営業）月曜日が祝日の時は、翌日に休業 

　　　　秋に臨時休業あり 

時　間　平日13:00～20:00 

料　金　大人（高校生以上）510円・小人（小中学生）210円 

　　　　未就学児は大人1名につき1名無料2名より小人料金） 

駐車場　有（約500台） 

その他　水泳帽子不要/昼間、おむつ及びトレーニングパンツの乳幼児は利用不可 

　　　　遊具の持ち込み制限有(7月～8月は持ち込み不可、ビート板貸し出し有） 

休業日　木曜日(夏休みは営業） 

　　　　木曜日が祝日の時は営業し翌日と翌週の月曜日に休業 

　　　　都合により臨時休業あり 

時　間　屋外＝9:00～18:00(最終入場17:00)温水＝10:00～21:30(最終入場21:00) 

料　金　屋外＝一般800円、小中学生300円、シルバー・高校生500円 

　　　　温水＝一般500円、高校生・保護者300円小中学生 

　　　　団体以外の幼児は無料 

駐車場　有(1,000台） 

その他　屋外＝浮き輪等の持ち込み可　温水＝水泳帽子必要(未就学の幼児は赤帽子） 

　　　　浮き輪の持ち込み不可/おむつが完全に取れていない乳幼児は利用不可 



マ ー ク 名　称 　　表 す 意 味 な ど 

身体障害者標識 

（障がい者マーク） 

　肢体不自由であることを理由に免許に条件を付されている方が運

転する車に表示するマークです。 

　やむを得ない場合を除き、このマークをつけた車に幅寄せや割り

込みを行った運転者は、道路交通法の規定により罰せられることに

なります。 

障がい者のための 

国際シンボル 

マーク 

　障がい者が容易に利用できる建物、施設であることを明確に表す

ためのマークです。 

　建物の規定など、マークの使用については国際リハビリテーショ

ン協会の「使用指針」により定められています。 

※このマークは、「すべての障がい者を対象」としたものです。 

盲人を表示する 

国際マーク 

　視覚障がいを示す世界共通のシンボルマークです。 

　このマークは、手紙や雑誌の冒頭、あるいは歩行用に自由に使用

してよいとされています。 

聴覚障がい者 

シンボルマーク 

(耳マーク） 

（国内） 

　聴覚障がいの方であることを表す国内で使用されているマークで

す。聴覚がい害の方は見た目には分らないために、誤解されたり、

不利益になったりするなど、社会生活のうえで不安が少なくありま

せん。預金通帳、診察券などにこのマークが貼付されているなど、

マークの提示をされた場合は、相手が「聞こえない」ことを理解

し、コミュニケーションの方法に配慮する必要があります。 

ほじょ犬マーク 　身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマークです。 

　身体障害者補助犬とは、盲導犬・介助犬・聴導犬のことを言いま

す。「身体障害者補助犬法」が施行され、現在では公共の施設や交

通機関はもちろん、デパートやスーパー、ホテル、レストランなど

の民間施設でも身体障害者補助犬が同伴できるようになりました。

補助犬はペットではありません。体の不自由な方の、体の一部とな

って働いています。社会のマナーもきちんと訓練されていますし、

衛生面でもきちんと管理されています。お店の入口などでこのマー

クをみかけたり、補助犬を連れている方を見かけた場合は、ご理

解・ご協力をお願いいたします。 

ハートプラス 

マーク 

「身体内部に障がいを持つ人」を表しています。 

身体内部(心臓、呼吸機能、じん臓、膀胱・直腸、小腸、免疫機能）

の障がいをお持ちの方は外見から分りにくいため、様々な誤解を受

けることがあります。内部障がいの方の中には、電車などの優先席

に座りたい、近辺での携帯電話使用を控えてほしい、といったこと

をじっと我慢されている方がいます。このマークを着用されている

かたを見かけた場合は、内部障がいについて理解し、配慮する必要

があります。 

※これらのマークを見かけられたら、マークの意味を思い浮かべてみてはいかがでしょうか。 

社協だより 9　 
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大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）
 

親
の
会
だ
よ
り
 

　
去
る
五
月
八
日
（
金
）
大
口
町
心
身
障
害

児
（
者
）
親
の
会
総
会
を
、
健
康
福
祉
部
長

様
、
福
祉
こ
ど
も
課
長
様
、
社
協
事
務
局
長

様
を
お
迎
え
し
、
会
員
三
分
の
二
以
上
の
出

席
の
中
、
左
記
総
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
総
会
が
終
了
後
、
会
員
と
来
賓
の
方
と
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 総
会
議
案
 

・
 平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
 

・
 平
成
二
十
年
度
歳
入
歳
出
決
算
報
告
 

・
 平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
 

・
 平
成
二
十
一
年
度
歳
出
歳
入
予
算
 

 　
今
年
も
、
会
員
の
親
睦
と
障
が
い
児
（
者
）
 

の
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
「
野
外
活
動
」・

「
丹
羽
郡
親
の
会
合
同
研
修
交
流
会
」
・
 

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
な
ど
楽
し
い
企
画
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
本
年
度
も
引
き
続
き
、
当
会
に
対
し
皆
さ

ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

大
口
町
身
体
障
害
者
 

福
祉
協
会
だ
よ
り
 

　
去
る
五
月
二
十
日
（
水
）
健
康
文
化
セ
ン

タ
ー
一
階
「
多
目
的
室
」
に
お
い
て
、
二
十

一
年
度
の
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
地
区
会
員
の
代
表
を
務
め
て
み

え
る
総
代
が
集
ま
ら
れ
、
左
記
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
二
十
一
年
度
が
本
格
始
動
し
、

今
年
度
も
障
が
い
が
重
度
も
軽
度
も
関
係
な

く
、
ど
な
た
も
参
加
で
き
る
事
業
を
一
つ
で

も
多
く
企
画
・
実
施
で
き
る
よ
う
参
加
者
皆

が
心
新
た
に
考
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
 

 総
代
会
議
案
 

・
平
成
二
十
年
度
身
障
協
会
事
業
報
告
 

・
平
成
二
十
年
度
身
障
協
会
歳
入
歳
出
決
算
 

・
平
成
二
十
一
年
度
身
障
協
会
事
業
計
画
 

・
平
成
二
十
一
年
度
身
障
協
会
歳
入
歳
出
予
算
 

  身
体
障
害
者
福
祉
協
会
と
は
・
・
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
し
て
み
え
る
方
が
、
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
機
能
の
維

持
向
上
と
社
会
参
加
を
目
指
し
、
互
い
の
交

流
を
深
め
つ
つ
社
会
福
祉
施
策
の
充
実
要
求

等
を
目
的
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ご存知ですか？各種貸出しサービス ご存知ですか？各種貸出しサービス 

　車いすを利用している方が外出の際、必ずといっていいほど、“どうやって出掛けようか？”とか、“乗用

車の乗り降りが大変だ～！”と思われる方がみえると思います。 

　こういった時は（外出の際は）、社会福祉協議会の福祉車両を使用してみてはいかがですか？ 
 

◎ 利用できる方 

・ 大口町にお住まいの車いす利用の方、及び大口町にお住まいの方の親族が、大口町に滞在し必要とする

とき。 

・ 貸出しを受けた際、車両の保管場所を確保できる方。 

・ 運転手を確保できる方。 

◎ 貸出期間・・・２日以内（週末・祝日につきましては、お問い合わせ下さい） 

◎ 利 用 料・・・走行距離10㎞につき１００円 

◎ 備　　考 

・ 貸出車両は軽自動車です。 

・ 申請の際には、認印・運転者の免許証を提示いただきます。 

・ 車いす乗降操作については説明をさせていただきますので、安心してご利用いただけます。 



　
町
民
み
な
さ
ま
の
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と

の
相
談
に
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。
 

　
電
話
で
の
利
用
指
定
予
約
（
待
た
ず
に
相

談
で
き
ま
す
）も
可
能
で
す
。
 

 開
設
日
　
毎
月
第
一
〜
第
四
水
曜
日
 

時
　
間
　
第
一
・
第
三
水
曜
日
 

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
三
十
分
 

　
　
　
　
 
※
十
二
時
〜
十
三
時
は
閉
所
さ
れ
ま
す
 

　
　
　
　
第
二
・
第
四
水
曜
日
 

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分
 

場
　
所
　
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
二
階
相
談
室
 

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
に
て
受
付
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
担
当
相
談
員
 

 　
　
第
一
・
三
水
曜
日
　
・
県
母
子
自
立
支
援
員
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
県
女
性
相
談
員
 

　
　
第
二
水
曜
日
　
　
　
・
民
生
児
童
委
員
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
身
障
相
談
員
　
 

　
　
第
四
水
曜
日
　
　
　
・
母
子
会
代
表
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
知
的
相
談
員
 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
長
寿
を
祝
い
町

内
在
住
の
高
齢
者
の
方
に
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
 

　
お
一
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
や
お
友
達

と
一
緒
に
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む

姿
な
ど
、
お
気
に
入
り
の
ポ
ー
ズ
を
お
写
真

に
し
ま
せ
ん
か
。
 

    
対
象
者
 

 　
町
内
在
住
で
、
八
十
五
歳
以
上
（
大
正
十

三
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
）
の
方
 

　
過
去
に
こ
の
事
業
に
申
し
込
ま
れ
た
こ
と

の
あ
る
方
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
 

   
撮
　
影
 

 　
七
月
〜
八
月
に
か
け
撮
影
を
し
ま
し
て
、

敬
老
の
日
ご
ろ
、
ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
す
。
 

  
申
込
方
法
 

 　
七
月
八
日
（
月
）
午
前
九
時
よ
り
事
務
所

へ
来
所
又
は
電
話
等
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

（
代
理
の
方
の
申
込
み
も
可
能
で
す
）
 

   
費
　
用
　
　
無
料
で
す
 

  

　
〜
こ
の
事
業
は
「
平
成
20
年
度
赤
い
羽
根

共
同
募
金
」
の
配
分
金
事
業
で
す
。
そ
し
て

町
内
の
撮
影
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力

を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
〜
 

     　
た
だ
今
、
夏
季
時
期
（
夏
祭
り
時
期
）
の

予
約
受
付
中
で
す
。
 

 　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
活
動
支
援

の
一
環
と
し
て
、
左
記
備
品
を
貸
し
出
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
備
品
は
、
大
口
町
内

地
区
等
の
団
体
行
事
に
お
い
て
の
利
用
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

 　
備
品
種
類
 

 １
、
 
わ
た
が
し
機
 

２
、
 
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
 

３
、
 
か
き
氷
機
 

 ※
 
備
品
の
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
材
料

費
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
借
受
側
の
ご

負
担
と
な
り
ま
す
。
 

※
 
か
き
氷
機
は
、
借
受
側
の
制
約
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
利
用
希
望
の
際
に
は
、
お
問
合

せ
下
さ
い
。
 

　
夏
祭
り
の
時
期
が
大
変
混
み
合
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
の
お
申
込
み
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

 
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
、
 

わ
た
が
し
機
等
の
貸
出
し
に
つ
い
て
　

わ
た
が
し
機
等
の
貸
出
し
に
つ
い
て
　
 

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
、
 

わ
た
が
し
機
等
の
貸
出
し
に
つ
い
て
　
 

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
例
年
、
参
加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
わ
せ

て
二
五
〇
名
ほ
ど
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

　
競
技
内
容
は
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
種
目
と
、

参
加
者
全
員
で
楽
し
め
る
と
い
っ
た
、
無
理

な
く
参
加
で
き
る
も
の
で
す
の
で
、
安
心
し

て
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
 

 　
参
加
要
件
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
方
で
す
。
 

　
お
体
に
あ
わ
せ
て
秋
の
一
日
を
満
喫
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 

　
　
　
お
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
 

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
　
佐
藤
ま
で
 

第
二
十
五
回
大
口
町
障
が
い
者

第
二
十
五
回
大
口
町
障
が
い
者
 

ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

第
二
十
五
回
大
口
町
障
が
い
者
 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
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夏
休
み
の
一
日
を
親
子
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
、
日
帰
り
旅
行
を
計
画
い
た
し
ま

し
た
。
 

　
今
年
は
水
族
館
と
ホ
テ
ル
バ
イ
キ
ン
グ
で

夏
休
み
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？
 

 日
　
時
�
八
月
一
日
（
土
）
八
時
出
発
 

行
き
先
�
三
重
県
鳥
羽
水
族
館
と
 

　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル
 

　
　
　
　
　
　
〜
伊
勢
神
宮
・
お
か
げ
横
丁
 

参
加
費
�
大
人
（
中
学
生
以
上
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
，
〇
〇
〇
円
 

　
　
　
　
　
小
人
（
四
歳
以
上
〜
小
学
生
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
一
，
五
〇
〇
円
 

参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
 

往
復
バ
ス
代
、
水
族
館
入
場

料
金
、
昼
食
代
、
旅
行
傷
害

保
険
 

要
　
件
�
町
内
在
住
ひ
と
り
親
家
庭
で
 

 
 
 
 
 
子
供
さ
ん
が
十
八
歳
以
下
の
方
 

定
 
員
�
四
十
七
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）
 

申
込
み
　
七
月
六
日
（
月
）
午
前
九
時
か
ら
 

　
事
務
所
来
所
あ
る
い
は
電
話
等
で
お
申
込

く
だ
さ
い
 

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭
 

夏
休
み
日
帰
り
旅
行
の
ご
案
内

夏
休
み
日
帰
り
旅
行
の
ご
案
内
 

ひ
と
り
親
家
庭
 

夏
休
み
日
帰
り
旅
行
の
ご
案
内
 

鳥
羽
水
族
館
の

鳥
羽
水
族
館
の
 

う
ら
側
を
の
ぞ
い
ち
ゃ
お
う

う
ら
側
を
の
ぞ
い
ち
ゃ
お
う
！！！！　
 

鳥
羽
水
族
館
の
 

う
ら
側
を
の
ぞ
い
ち
ゃ
お
う
！！　
 

   　
人
命
を
救
う
海
難
 

救
助
隊
員
の
お
話
と
、
 

海
が
め
の
放
流
を
通
し
 

親
子
で「
命
」に
つ
い
て
 

語
り
合
っ
て
み
て
は
 

い
か
が
で
す
か
。
 

 日
　
時
�
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
五
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
実
施
）
 

場
　
所
�
航
空
自
衛
隊
　
浜
松
基
地
と
 

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
N
P
O
 

時
　
間
�
八
時
四
十
五
分
出
発
 

参
加
費
�
一
，
五
〇
〇
円
（
大
人
）
 

一
，
三
〇
〇
円
（
中
学
生
）
 

一
，
〇
〇
〇
円
（
小
学
生
以
下
）
 

参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
�
 

　
　
昼
食
代
、
交
通
費
、
保
険
代
、
研
修
費
 

定
　
　
員
�
四
十
三
名
 

注
意
事
項
�
　
 

・
　
日
頃
、
浜
松
で
の
自
衛
隊
見
学
と
い
う

と
「
エ
ア
パ
ー
ク
」
が
定
番
で
す
が
、
今

回
は
浜
松
基
地
へ
入
り
、
基
地
内
で
の
研

修
と
な
り
ま
す
。
 

・
　
航
空
自
衛
隊
海
難
救
助
隊
は
「
海
猿
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
猿
は
海
上
保
安
庁

で
す
 

・
　
急
遽
浜
松
基
地
見
学
が
出
来
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
航
空
自
衛
隊
浜
松
広
報
館

「
エ
ア
ー
パ
ー
ク
」
見
学
と
な
り
ま
す
。
 

夏
休
み
親
子
福
祉
教
室
の
ご
案
内

夏
休
み
親
子
福
祉
教
室
の
ご
案
内
 

夏
休
み
親
子
福
祉
教
室
の
ご
案
内

夏
休
み
親
子
福
祉
教
室
の
ご
案
内
 

夏
休
み
親
子
福
祉
教
室
の
ご
案
内
 

   　
福
祉
職
場
へ
の
就
職
を
 

　
　
　
　
希
望
す
る
あ
な
た
へ
！
 

 　
 

　
　
　
 

  開
催
日
�
小
牧
会
場
　
　
七
月
四
日（
土
）　
 

　
　
　
　
名
古
屋
会
場
　
七
月
二
十
日（
祝
） 

 開
催
内
容
 

 　
職
場
説
明
会
《
午
後
一
時
〜
五
時
》
 

　
　
　
　
　
　
　
※
入
場
受
付
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
 

　
　
福
祉
の
仕
事
 

　
　
　
●
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

　
　
　
●
進
路
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

　
　
　
●
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

 　
就
職
説
明
会
 

　
　
　
福
祉
現
場
の
人
事
担
当
者
と
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
個
別
面
談
コ
ー
ナ
ー
 

 ※
名
古
屋
会
場
の
み
 

　
福
祉
の
就
職
希
望
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー
 

　
（
午
前
九
時
五
十
分
〜
午
後
〇
時
三
十
分
）
 

  
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
電
話
・
ｆ
ａ
ｘ
・
は
が
き
に
て

住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
七
月
六

日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 

愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
 

　
電
話
　
（
０
５
２
）
２
３
１
 

―
 

３
２
２
４
 

　
Ｆ
ａ
ｘ
（
０
５
２
）
２
２
２
 

―
 

２
９
１
８
 

 小
牧
会
場
　
 

　
小
牧
市
小
牧
五
丁
目
４
０
７
 

　
総
合
福
祉
施
設
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三
階
 

名
古
屋
会
場
 

　
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
３
 

―
 

１
 

―
 

６
 

　
愛
知
県
産
業
貿
易
会
館
　
本
館
第
一
展
示
室
 

       

　
音
訳
と
は
、
視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

へ
文
章
等
（
広
報
誌
・
新
聞
・
書
籍
）
を
声

に
て
（
音
訳
し
て
）
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で

す
。 

日
時
�
平
成
二
十
一
年
十
月
八
日
　 

　
毎
週
木
曜
日
全
八
回
（
11
／
12
を
除
く
） 

　
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分 

開
催
場
所
�
大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー 

定
　
員
�
十
五
名 

受
講
料
�
一
，
〇
〇
〇
円（
テ
キ
ス
ト
代
等
） 

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
ー
開
催

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
ー
開
催
 

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
ー
開
催

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
ー
開
催
 

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
ー
開
催
 

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
養
成
講
座

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
養
成
講
座 

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
養
成
講
座 
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